
緊急時の連絡ガイ ド

緊急時の連絡は…

災害時の家族の安否確認は…

11 9 番

●通報場所や電波状態によ っ ては、 隣

接する 他市町村の消防につながる こ

と があり ます。 こ の場合、 該当する

地域の管轄に転送し ますので、 自分

のいる 場所を 伝え て 係員の指示に

従っ てく ださ い。

●車を運転中に携帯電話を 使用する こ

と は法律で禁止さ れています。 必ず

安全な場所に停車し てから 電話を か

けてく ださ い。

携帯電話から1 1 9 番にかけると きの注意点

　 災害時であっ ても 、 被災地

から 被災地以外の場所への電

話は比較的つながり やすいと

考えら れます。 そこ で、 遠隔

地の親せき や友人などに依頼

し て、 連絡中継点になっ ても

ら う 方法も 有効です。

「 公衆電話」を 利用する 遠隔地に連絡中継点をつく る

災害用伝言ダイヤル「 １７１ 」を利用する 携帯電話の「 災害用伝言板」を利用する

 「 火事ですか、 救急ですか」

「 火事です」「 救急です」

「 場所はどこ ですか」
「 何か目標はあり ますか」

「 ○○市○○町○○番です」
「 ○○ホールの前です」

「 何が燃えていますか？」
「 どう し まし たか」

「 あなたの名前、
　 電話番号を教えて下さ い」

「 ○○○○です。 電話番号は・ ・ ・ ・ ・ 」

火災や事故の状況、 傷病者の状態を、
見たまま簡潔に伝える
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　 大規模災害時で広範囲にわたり 停電が発生し てい

る場合には、 公衆電話は無料で通話（ 国内のみ） で

きます。

　 N TTで は、 震度６ 弱以上の地震発生時な ど、 被

災地への安否確認電話の集中が予測さ れる 場合に、

災害用伝言ダイ ヤルサービスを開始し ます。 事前契

約は不要で、 サービスの開始はテレビなどで知ら せ

ます。

（ 使い方は裏表紙を参照）

　 携帯電話各社は、 大規模災害発生時に災害用伝言

板サービスを提供し ます。 被災地の人の安否情報を

伝言板に登録でき 、 登録さ れた伝言は、 同じ 会社の

携帯電話はも ち ろ ん、 他社の携帯電話やPH S 、 パ

ソ コ ンから も 見るこ と ができます。

（ 使い方は裏表紙を参照）
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A E D

人が倒れていたら
（ 心肺蘇生法の仕方）

　 電気ショ ッ ク （ 除細動） は、 心停止の傷病者の救命に大変有効な手段です。 心肺蘇生法

を 行っ ている 途中で、「 AED （ 自動体外式除細動器）」 が届いたら 、 AED によ る 応急手当

てを 優先さ せまし ょ う 。 電源を 入れると 音声メ ッ セージと ラ ンプで実施すべき こ と を 指示

さ れますので、 それに従っ て操作し てく ださ い。

が届いたら

A E D を設置し ている公共施設

緊急ボタ ンを押すか、 コ インを入れて通話（ 通話後コインは返却さ れます）

緊急通話用ボタ ン付き 電話

カ ード を挿入し なく ても 受話器をと るだけで通話が可能

デジタ ル電話

・ 中間市役所

・ 中間市消防署

・ 東部出張所

・ ハピネスなかま

・ 中間市体育文化センタ ー

・ 中間市営野球場

・ 市営庭球場（ ジョ イ パルなかま）

・ 中間市武道館（ 天道館）

・ 生涯学習センタ ー

・ 子育て支援センタ ー

・ 中央公民館

・ 働く 婦人の家

・ 市民図書館

・ なかまハーモニーホール

・ 保健センタ ー

・ 底井野小学校

・ 中間東小学校

・ 中間小学校

・ 中間北小学校

・ 中間南小学校

・ 中間西小学校

・ 中間中学校

・ 中間北中学校

・ 中間東中学校

・ 中間南中学校

・ 中間市児童センタ ー（ 親子ひろ ばリ ンク ）

・ 中間市北学童保育所

・ さ く ら 保育園

耳元で 呼びかけな がら 軽く 肩を たたき、 反応の有無

を 確認する 。 反応がなければ助けを 呼び、 1 1 9 番通

報と AED の手配を依頼する 。

反応を確認する1

反応がないと きは呼吸を確認する2

傷病者の胸と 腹部を 見て、 上がっ たり 下がっ たり し

ていれば「 呼吸あり 」。 動いていなければ「 呼吸なし 」

（ 心停止） と 判断し 、 すぐ に胸骨圧迫を行う 。

胸骨圧迫を行う3

呼吸がある 場合は、 体を 横向き に寝かせ、 上の足のひ

ざ と ひじ を 軽く 曲げ手前に出す。 上になっ た手を あご

にあてがい、 下あごを 前に出し て気道を 確保する（ 回

復体位）。

❸

❹

呼吸がなければ人工呼吸を行う（ 2回） ※省略可能4

●口と 口が直接接触するこ と に抵抗がある場合などは、 胸骨圧迫

だけを繰り 返す。

傷病者を 平ら な場所にあお向けに寝かせ、 救助者

はその横わき に両ひざ立ちになる。

胸の真ん中に片方の手のひら の手首に近い部分を

当て、 その上にも う 一方の手のひら を 重ねる 。

ひじ を 伸ばし 、 胸全体が少なく と も 5 cm 沈むよ う

に胸を 押す。 こ の動作を

１ 分間に少なく と も 1 0 0

回のリ ズムで、 絶え 間な

く 3 0 回連続で行う 。

❶

❷

❸

乳 児 の 場 合 は2 本

の指で、 胸の厚さ

の3 分の1 程度沈む

よう に押す。

胸骨圧迫を 3 0 回、 人工呼

吸2 回を 1 セ ッ ト と し て、

こ の動作を 救急隊ま た は

AED が到着する ま で く り

返す。

心肺蘇生法を行う5

小児・ 乳児の場合も 、 人工呼吸を2 回、 胸骨圧迫を

3 0 回の割合でく り 返す。

あお向けに寝かせる 。

片方の手のひら を 額に当

て、 も う 片方の手の人さ

し 指と 中指を 下あご の先

に 当て て 持ち 上げ、 頭を

後ろ にそら す。

❶

❷

気道を 確保し た ま ま 傷病

者の鼻を つま む。 大き く

口を 開けて 傷病者の口を

お お い、 1 秒かけ て ゆ っ

く り と 息を 吹き 込む。 吹

き 込みな がら 胸が上がる

のを 確認する 。

い っ た ん口を 離し 、 も う

１ 回吹き 込む。


